
 

 

 

11月初旬、学校行財政部会の運営のもと、県内各地より41

人の参加を得て学校事務実践講座を開催しました。 

開会行事の後、会場校の事務職員による実践紹介があり、

一昨年度から昨年度にかけての小学校の分離・新設の経緯、

それに関わる校舎の新設、開校２年目の現状等について話を

聞きました。その後、校舎各施設・設備を見学しました。個

別に見学しながら参加者どうしで話し合う姿も見られました。 

 午後は、グループワークをおこないました。見学して気づい

たことや、各校の施設・設備領域での事務職員の関わりなどに

ついて討議を深めました。参加者からは「他校や他市町の様子

を聞くことができ、やり方は違っても施設・設備領域に関わる

姿勢は同じだと感じることができた」「自分の聞きたかったこと

等を聞けて勉強になった。たくさんの方法があることを知れた」

等の感想が寄せられました。 

 その後、全体会で協力研究所員から助言を受け、閉会とな

りました。各自治体が抱える課題や事務職員としての専門性

についての助言を聞き、「今回の講座を生かし、子どもたちの

成長につながる学校事務をすすめていきたい。明日の学校事

務職員像につながるようとりくんでいきたい」という感想も

寄せられています。その他、感想の一部を以下に紹介します。 

in神戸支部 

○大規模校の分離・新設という稀なケースを知ることができた。その際の流れ、苦労、事務の関わり方

についてもよく学べたと思う。 

○普段、他校に行っても見ることのできないような教室までたくさん開放していただき、いろいろな施

設の作りや普段の実践を見ることができ、とても勉強になった。 

○いつも思うが、いろんな方の違う角度や視点からの意見等を聞くことができて、ありがたい研修だっ

た。 
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